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「お母かあさん、ここはどこ？」

　お母かあさんは、弟おとうとの赤あかちゃんに、お乳ちちを飲のませて、新聞しんぶんをごらんになっていましたが、義よしちゃんが、そういったので、こちらをお向むきになって、絵本えほんをのぞきながら、

「さあ、どこでしょう。きれいな町まちですね。義よしちゃんも大おおきくなったら、こんなところへいってごらんなさい。」と、おっしゃいました。

「お母かあさん、この大おおきなお魚さかなは、なんというの？」と、義よしちゃんが、またききました。お母かあさんは、

「このお魚さかなですか。これは、たらといって、北きたの寒さむい海うみにすんでいるのですよ。」と、おっしゃいました。義よしちゃんが、お父とうさんから買かっていただいた、絵本えほんをねっしんに見みていますと、もうお乳ちちをたくさん飲のんだ赤あかちゃんは、こちらを見みて、不思議ふしぎそうな顔かおつきをして、きれいなご本ほんを見みていましたが、かわいらしい手てを出だすと、ご本ほんをしっかりとつかんでしまいました。

「お母かあさん、たいへん、僕ぼくの大事だいじなご本ほんを繁しげるさんが、取とってしまった。」と、義よしちゃんは、わめきました。

　お母かあさんは、びっくりして、どうかして、小ちいさな繁しげるさんの手てをご本ほんから離はなさせようとしましたが、なんといっても繁しげるさんは、はなしませんでした。

「いい子こだから、義よしちゃん、すこしかしておいてくださいね。いまじきにはなすから。」と、お母かあさんは、おっしゃいました。

　繁しげるさんは、ご本ほんをめずらしそうにながめていましたが、そのうちこれをお口くちに入いれてなめようとしました。

「あ、お母かあさん、なめますよ。僕ぼく、もうきたなくしちゃったからいやだ。」といって、無理むりにそのご本ほんをひったくりました。すると、今度こんど、赤あかちゃんは、大声おおごえを上あげて泣なき出だしてしまいました。お母かあさんは、お困こまりになりました。

「さあ、チンチンゴーゴーを見みてきましょうね。」と、泣なき叫さけぶ、赤あかちゃんを抱だいて立たち上あがられました。

「お母かあさん、どこへゆくの？」と、義よしちゃんは、もはやご本ほんどころではありません。それよりも、やはりお母かあさんといっしょに、電車でんしゃを見みにゆきたかったのです。

「繁しげるさんが、きげんを悪わるくしたから、すこし外そとへつれていってくるのですよ。あなたは、お家うちに留守るすをして、ご本ほんを見みていらっしゃい。」と、お母かあさんは、おっしゃいました。

　義よしちゃんは、自分じぶんがわるくないのに、なぜこんな結果けっかになったのだろう。ご本ほんを見みることよりは、お母かあさんとごいっしょに、外そとへいってみたほうが、どれほどおもしろいかしれぬと思おもいましたから、

「いやだ、僕ぼくもいっしょにゆくんだよ。」と、義よしちゃんは、泣なき出だしそうになりました。

「困こまりましたね。じゃ、あんたもいっしょにいらっしゃい。ご本ほんをちゃんとしまっておいでなさい。」と、お母かあさんは、おっしゃいました。

　外そとへ出でると、冬ふゆの日ひは、暖あたたかそうに枯かれ草くさを照てらしていました。ある家いえの横よこを通とおると、前まえの圃はたけにさくがしてあって、鶏にわとりがたくさん遊あそんでいました。

　もう、お母かあさんに抱だかれている、小ちいさい弟おとうとの繁しげるさんも、後あとからついてきた、義よしちゃんも、うれしそうな顔かおつきをして、元気げんきでありました。しばらく立たち止どまって、鶏にわとりの遊あそんでいるようすを見みていますと、けんかをせずに、一つの餌えを見みつけても、たがいにつつき合あって、仲なかよくそれを食たべていました。

　これを見みた義よしちゃんは、

「お母かあさん、おりこうの鶏にわとりさんですね。」と、感心かんしんして、いいました。

「それごらんなさい。赤あかちゃんは、小ちいさいのだから、気きに入いらぬことがあっても、しかってはいけませんよ。」と、お母かあさんは、おっしゃいました。なんにもわからない、小ちいさい繁しげるさんは、ただ、鶏にわとりの動うごくのを見みてうれしそうに、きゃっきゃっと喜よろこんでいました。

　それから、町まちへ出でて、電車でんしゃを見みました。

「チンチン、ゴーゴー。」といって、赤あかちゃんは、いつまでも帰かえろうとはしませんでした。義よしちゃんは、早はやくお家うちへ帰かえってご本ほんが見みたくなりました。やがて、帰かえってから、赤あかちゃんが、義よしちゃんの大事だいじなおもちゃや、ご本ほんをいじっても、いままでのように怒おこらずに、笑わらって見みていましたから、

「なんて、義よしちゃんは、いいお兄にいさんでしょう。」と、お母かあさんは、おほめになりました。

「そうだ、僕ぼくは兄にいさんだもの。」と、義よしちゃんは、はじめて強つよく心こころに思おもいました。


底本：「定本小川未明童話全集　10」講談社

　　　1977（昭和52）年8月10日第1刷発行

　　　1983（昭和58）年1月19日第6刷発行

※表題は底本では、「僕ぼくは兄にいさんだ」となっています。

入力：特定非営利活動法人はるかぜ

校正：仙酔ゑびす
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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